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ことで、本疾患に対する治療を決定する上で重要な因子の抽出を目的とした。                                     
【対象および方法】  
 症例は当院で視床神経膠腫に対して外科的摘出術を行われた 18 歳以下の
小児症例 10症例である。視床の中でもさらに部位別に 3つのグループ（ anterior 
type, IC type, TP type）に分類し、それぞれのグループに於ける症例の臨床
経過、予後、病理組織学的、分子病理学的診断を後方視的に検討した。       
【結  果】  
10 症例中 3 症例が低悪性度（ WHO 分類 grade1/2）、7 症例が高悪性度（ WHO 分
類 grade3/4）神経膠腫であった。3 症例の低悪性度神経膠腫はいずれも anterior 
type に分類され、 7 症例の高悪性度神経膠腫の内 5 症例は TP type, 2 症例は
IC type に分類された。 TP type と non-TP type との間で予後を比較すると TP 
type では優位に予後不良であった。さらに、 H3K27M 野生型と変異型の間では
変異型の予後が優位に不良であった。最後に、 TP type と H3K27M 変異との間に
は相関性が認められた。                                     
【考  察】  
小児視床神経膠腫に於いて、視床枕に浸潤を認める TP type は分子病理学的
に予後不良とされる H3K27M 変異を有する率が高く、組織学的にも高悪性度神経










ある。                                     
【結  論】  
小児視床神経膠腫では、外科的摘出率と病理組織学的所見に加えて、腫瘍の
発生母地が重要な役割を担っている。視床枕に浸潤する神経膠腫は H3K27M 変異
率が高く、解剖学的な因子あるいは分子病理学的な因子が予後に寄与するのか
に関して、更なる症例の蓄積をもって明らかになると期待される。  
